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戦略１　地域産業の振興と雇用の創出

背景
（ねらい）

戦略の方向性

重点プログラム

　人口減少が進む中、産業経済基盤を強化することは、地域の活力を
高め、本市の成長の牽引につながります。

　市内企業の大多数を占める中小企業は、将来的に発展を遂げる可能
性を秘めており、意欲ある中小企業を支援するとともに、新たなビジネス
に取り組む事業者の創業支援などに取り組む必要があります。

　また、東アジアやロシア沿海地方に近接する地理的優位性や、これま
での産業集積等の資源を活かし、貿易と物流の活発化や新たな企業誘
致、既存企業の事業拡大につなげる必要があります。

　農業分野では、安全で高品質な国内産農産物への評価が高く、今後
も需要拡大を期待できるほか、６次産業化や農商工連携は、農産物の
付加価値を高めることにつながります。農地と都市が近接している本市
は、こうした施策に取り組みやすい環境にあります。

　こうした本市の持つ潜在力を引き出すことで地域産業の振興を図り、
安心して働けるやりがいのある仕事づくりと、雇用の質の向上につなげ
ることが求められています。

○新たな経済活動の創出と物流の活性化

○雇用の創出と質の向上

Ⅰ　ビジネスチャンスをとらえた産業の創出

Ⅱ　力強い農業経済活動の創出

Ⅲ　正規雇用拡大等による雇用の質の向上

Ⅳ　秋田港を活かした環日本海貿易の促進
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戦略２　芸術文化・スポーツ・観光による都市の魅力向上

背景
（ねらい）

戦略の方向性

重点プログラム

　市民がいきいきと暮らし、観光客等を引きつけ新しい人の流れをつくる
ためには、人々の心を揺さぶる感動やときめきに出会えるまちの魅力を
創出していくことが必要です。

　心に潤いを与える優れた芸術文化や熱い戦いが感動を呼ぶトップス
ポーツ、秋田の魅力を多彩な角度から伝える有形無形の観光資源は、
人々の心を動かし、元気で魅力あふれる本市をアピールし、まちづくりを
盛り上げる大きな力となります。

　見る。聞く。触れる。味わう。薫る。五感を刺激する本市の魅力を芸術
文化、スポーツ、観光の視点から一体的に創りだし、国内外に情報発信
していくことで、都市のイメージアップと交流人口の増加により、地域を
活性化させることが求められています。

○地域資源を活かした感動に出会えるまちづくり

○交流人口増加による経済活動の活性化

Ⅰ　芸術文化によるまちおこし

Ⅱ　トップスポーツへの支援

Ⅲ　観光振興とセールス・プロモーションの強化
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戦略３　豊かな自然を活かした環境立市の確立

背景
（ねらい）

戦略の方向性

重点プログラム

　本市は、豊かな自然・風土に育まれた農山村文化と都市の利便性を
兼ね備え、犯罪や大地震などのリスクも比較的少ない安全安心なまちと
言えます。近年は、本市の環境特性を活かした再生可能エネルギーの
導入や市民のごみ減量意識の高まりも見られます。

　一方で、私たちの生活を取り巻く環境は、地球温暖化や人口減少の進
行などにより、今後、これまで以上に様々な制約の下におかれることに
なります。

　こうした将来の環境制約を乗り越えて、豊かな暮らしを実現していくた
めには、市民や事業者の理解と協力が不可欠です。

　本市の特徴や強みを踏まえた暮らし方の将来像を市民と共有し、自然
との関わりや資源の循環を基本とした様々な環境関連施策を展開する
ことで、環境対策と経済活動の好循環を生み出し、地域の活性化に結
びつけていくことが求められています。

○地域の環境を愛する豊かな暮らし方の創造

○環境関連技術を新たな活力にした地域活性化

Ⅰ　秋田らしい環境共生スタイルの発信

Ⅱ　市・事業者・市民の協働による循環型社会の構築

Ⅲ　新（省）エネルギー設備の導入拡大

Ⅳ　環境関連産業の育成・創出
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戦略４　子どもを生み育てやすい社会づくり

背景
（ねらい）

戦略の方向性

重点プログラム

　子どもは、いつの時代も、一人ひとりがかけがえのない存在であり、
「未来への希望」、「社会の宝」ですが、今日、多くの自治体がそうである
ように、本市も人口減少や少子高齢化など、都市の持続的な発展を妨
げる大きな課題に直面しています。

  その背景には、未婚化・晩婚化に加え、仕事と子育てに対する不安感
や負担感があります。こうした課題を取り除き、子育て家庭が、子育て
の楽しさや喜びを実感できるようにすること、そして、本市で育った若者
が郷土を愛し、地元で活躍できるようにすることが、今を生きる私たちの
大きな責務です。

　市民の子育てに対する希望を実現し、元気な秋田市を次の世代に引
き継ぐことは、本市の成長の基盤となります。

　就労、出会い、結婚、出産、そして子育てと、ライフステージに合わせ
た施策を切れ目なく展開し、子どもを生み育てやすい社会を構築してい
くことが求められています。

○子どもを安心して生み育てやすい環境づくり

○子どもが心豊かで健やかに育つ環境づくり

Ⅰ　支えあいによる子ども・子育て支援

Ⅱ　子どもの安全安心の確保

Ⅲ　若い世代の希望の実現
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戦略５　いきいきと暮らせる健康長寿社会づくり

背景
（ねらい）

戦略の方向性

重点プログラム

　
　市民の４人に一人が６５歳以上の高齢者となっている本市にあって、
超高齢社会をいかに豊かなものとし、次の世代に引き継いでいくかが課
題となっています。

　こうした中、市民一人ひとりが心豊かにいきいきと幸せに暮らすために
は、健康寿命を伸ばしていくことが必要であり、元気な秋田市づくりの根
本になるものです。

　また、高齢者が支えられるだけではなく、社会の支え手としての役割を
担い、活躍できる社会の実現に向け、引き続き「エイジフレンドリーシティ
（高齢者にやさしい都市）の実現」に取り組んでいく必要があります。

　高齢者や障がい者、子育て中の親や子どもなど、誰もが安全安心に
暮らせる健康長寿社会をつくるため、社会基盤の整備、生涯を通じた健
康づくり、地域コミュニティでの高齢者の活躍の場の創出など、様々な取
組が求められています。

○　市民の幸せの基盤となる健康・長寿の実現

○　高齢者が輝ける地域社会の実現

Ⅰ　生涯を通じた健康づくりと生きがいづくりの推進

Ⅱ　高齢者の多様な能力の活用

Ⅲ　バリアフリー化の推進

Ⅳ　高齢者の移動手段の確保

Ⅴ　多様な生活支援サービスが利用できる地域づくりの推進
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